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青森県において栽培されている「毛豆Jの栽培用種子の形質的特徴に関する研究
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(1)弘前大学農学生命科学部・ 2)岩手大学大学院連合農学研究科)

Phenotypical Characteristics of the Seeds of Kemame Sowing in Aomori Prefecture 

Michio KAWASAKI1)， 2) and Mohammad Nazrul ISLAM2) 

211)Fαωty of Agricultureαnd Life Scien同 HirosαkiUniversi帆 Hirosaki036・8560，J，αpαn; 

) The United Grαduαte School of Agriculturαl Sciences， Iwαte University， Moriokα020-8550， 

Jαpαn) 

「毛豆Jは，青森県在来のエダマメであり，津軽地方

を中心に古くから栽培されている 毛豆の特徴として

は茎葉や英なと'iJ'多数の褐色の毛茸に覆われる(平井

ら2005) ことが知られている.青森県で栽培されて

いる毛豆の栽培用種子は，岡県の農家などで生産され

ている他，種苗会社などにより他県でも生産され，市

販されていることが認められる.また，青森県各所で

農家毎に代々受け継がれ，市場に出回らない毛豆の栽

培用種子も存在する このように毛豆の栽培用種子め

管理は集約的ではないことから，栽培地聞などで毛豆

の形質に違いが認められるとの指摘もある.

青森県において毛豆の利活用を図るためには，岡県

各地で栽培されている毛豆の形質的特徴や共通点を確

認・把握することが重要である.そこで本研究では，

まず¥青森県で栽培されている毛豆における採種地の

異なる幾つかの栽培用種子，および，突然変異育種に

より育成されたエダ、マメ品種あおもり豊丸(平井ら

1996，平井ら 2005)の原品種となる毛豆の栽培用種子

の形質的特徴について検討した

材料および方法

毛豆の栽培用種子(完熟種子) として，あおもり

豊丸の原品種となる毛豆の種子(毛豆種子①)，弘前市

石川で採種された毛豆種子(毛豆種子②)，青森市で採

種された毛豆種子(毛豆種子③)，つがる市で採種され

た毛豆種子(毛豆種子④)，七戸町で採種された毛豆種

子(毛豆種子⑤)，岩手県で採種された毛豆種子(毛

豆種子@)および福島県会津若松市で採種された毛豆

種子(毛豆種子⑦) を供試した各栽培・用種子にお

ける粒長，粒幅，粒厚(第 l図)，および，一粒重を

調査した 加えて，種皮の色，瞬の色，粒形および粒

大の分類評価について種苗特性分類調査報告書だい

ず(日本特産農作物種苗協会1995)に従い行った尚，

上記の毛豆種子①~①については，青森県産業技術セ

ンタ一野菜研究所より分譲を受けた.

結果および考察

種皮の単色・複色の別は，全ての材料で単色であっ

た 種皮色は，毛豆種子①，④，⑥および⑦では淡緑

であり，毛豆種子②，③では淡緑から緑まで認められ，

毛豆種子⑤では他の材料よりも濃い緑を呈していた

(第I表，第2図)，また，臓の色は，毛豆種子②~⑦

では黒であったが，毛豆種子①では淡黒であった(第

1表，第2図)， 

粒長においては，毛豆種子②~④より毛豆種子①，

⑤~⑦で長く (第3図)，粒幅については，毛豆種子

②，①および⑤よりも毛豆種子①，④，@および⑦で

大きい傾向が示された(第4図).また，粒厚について

は，毛豆種子①が最も薄く，毛豆種子⑥が最も厚かっ

た(第5図)，これらの粒長，粒幅および粒厚に違いが

あることから，粒形についても各材料開で統一的で、な

いことが認められた (第 l表)

一粒重については，毛豆種子①，②および、④と比べ

て毛豆種子③，⑤，⑥および⑦で重い傾向が示された

(第6図)，尚，各材料につき20粒の乾燥した完熟種子

を用い，便宜的に含水率15%時の100粒重を算出して

粒大を評価したところ，毛豆種子①，②，④の粒大は

「大J，毛立種子③，⑤，@および⑦の粒大は「極大の

社、」であった.

以上より，供試材料の種子は共通して，一般的に呼ば

れている「青大豆」であることが認められた一方で，臓

の色なとミ各材料開で明瞭な違いが認められる事項も示

された本調査では，採種地の異なる材料を供試したこ

とから，各材料聞における栽培・採種条件の違いが種子

形質の差異の発現に影響している可能性も考えられ

る.今後，植物体の表現型，収穫物の栄養成分および、遺

伝子などについても比較調査し毛互の形質に関する

特徴と共通性の範囲を更に検討・確認する予定である.
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第 l表完熟種子における形質的特徴
第5図完熟種子における粒厚.

種皮の色 臓の色 粒形 各材料開で同ーのアルファベットがなければ1%水準で、有意差

毛豆種子① j炎緑 淡黒 扇球 があることを示す (Turkey-Kramer' s test). 
毛豆種子①~①(n=100)，④(n=160) ，⑤(n=49)，⑥(n=159) ，⑦(n=153) 

毛豆種子② 淡緑~緑 黒 楕円体

毛立種子③ 淡緑~緑 黒 扇楕円体

毛豆種子④ i炎緑 黒 扇球

毛立種子⑤ 緑 黒 扇楕円体

毛豆種子⑥ 淡緑 黒 楕円体

毛豆種子⑦ 淡緑 黒 楕円体
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第1図 完熟種子における粒長，粒幅および粒厚.

毛豆種子⑤ 毛豆種子⑥ 毛豆穫子⑦

第2図完熟種子の外観

注)粒形，第 3~5 図の結果から評価扇球(粒幅/粒長0.9以
上，粒厚/粒幅0.84以下)，楕円体(粒幅/粒長0.8一0.9，粒厚/
粒幅0.85以上)，扇楕円体(粒幅/粒長0.8-0.9，粒厚/粒幅0.84
以下)
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第3図完熟種子における粒長

各材料問で同ーのアルファベットがなければ1%水準で有意差
があることを示す (Turkey-Kramer' s test) 
毛豆種子①~③(n=100)，④(n=160) ，①(n=49)，⑥(n=159) ，⑦(n=153). 
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第4図完熟種子における粒幅.

各材料問で同一のアルファベットがなければ1%水準で、有意差
があることを示す (Turk巴y-Kram巴r's test) 
毛豆種子①~③(n=l∞)，④(n=160)，⑤(n=49)，⑥(n=159) ，⑦(n=153) 
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第6図 完熟種子における一粒重

各材料開で同一のアルファベットがなければ1%水準で有意差
があることを示す (Turkey-Kramer' s test) 
毛豆種子①~③(n=lQO)，④(n=160)，⑤(n=49)，⑥(n=159)，⑦(n=153) 
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